
明日を思う。 暮らしを思う。
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団体や学習活動を行っている
小・中学校を訪ね、各団体や児
童・生徒に「新原・奴山古墳群」
の魅力やおすすめのスポットを
聞きました。

世界遺産の魅力、
おすすめスポットは？
世界遺産の魅力、
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福津市の古墳のキャラクター
ふんちゃんです。
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　ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
平
成
29
年
、
福
津
・
宗
像
の
「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が

登
録
さ
れ
、
福
津
で
は
「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
世
界
遺
産
の
古
墳
群
は

議
会
に
お
い
て
も
一
般
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
質
問
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

市
民
の
思
い
、
現
在
の
進
捗
状
況
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
当
時
、
海
の
道
む
な
か

た
館
長
の
講
話
や
、
九
州
国
立
博
物

館
の
特
別
展
な
ど
の
盛
り
上
が
り
報

道
に
接
し
ま
し
た
。
宗
像
と
沖
ノ
島

の
世
界
遺
産
登
録
は
確
定
と
思
い
ま

し
た
が
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
定

し
た
と
き
は
大
喜
び
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
日
本
全
国
や
海
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
世
界
遺
産
を
訪
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
現
地
に
来
て
、
福
津

の
歴
史
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
遺
跡
の
出
土
品
は
、
カ

メ
リ
ア
で
保
管
さ
れ
て
い
て
、
見
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

故
郷
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
い

世
界
遺
産
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
へ
の
思
い
や
魅
力
に
つ
い
て
、
福
津
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
（
い
さ
ば
会
）
の
有
吉
敏
高
会
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　世
界
遺
産
関
連
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
議
員

が
行
っ
た
一
般
質
問
や
総
括
質
疑
が
、
そ
の
後
、
市
政
に
ど
う
生
か
さ

れ
た
の
か
、
市
の
担
当
部
署
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
国
内
初
の
古
墳
群
を
訪
れ
て
ほ
し
い

▲福津市観光ボランティアガイド会
　（いさば会）有吉 敏高 会長

▲古墳群での菜の花の種まきに集まった観光ボランティアガイド会（いさば会）の皆さん

そういえば
あの質問は
どうなった？
　
　
＝
当
時
の
質
疑
・
質
問
　
　
　
＝
当
時
の
市
の
回
答

　
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
内
の
用
地

取
得
の
状
況
は
。

　
　
世
界
遺
産
登
録
時
に
ユ
ネ
ス
コ

の
諮
問
機
関

「
イ
コ
モ
ス
」

へ
示
し
た
新

原
・
奴
山
古

墳
群
整
備
行

動
計
画
に
基

づ
き
、
公
有

化
事
業
を
進

め
て
い
る
。
平
成
30
年
度
ま
で
に
公

有
化
し
た
土
地
は
約
10
万
㎡
、
公
有

化
率
は
約
82
％
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん

だ
の
か
？

　
着
実
に
進
ん

で
い
る
。現
在
、

公
有
化
率
は
95

％
。
令
和
10
年

度
に
は
１
０
０
％

を
め
ざ
し
て
い
る
。

令
和
元
年
12
月

定
例
会
一
般
質
問

用
地
取
得
は
進
ん
で
い
る
の
か

▲谷口観光いちご園　谷口 知文さん

し
ん  

ば
る

ぬ

や
ま

古墳群の草刈りをして
いますが、以前と比べ
国道沿いは民間の建物
がなくなり、スッキリ
しました。

　
　
稲
作
を
や
め
る
と
い
う
人
や
、

運
搬
が
農
家
負
担
に
な
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
移
転
時
の

国
県
市
の
負

担
割
合
は
。

　
　
コ
メ
麦

生
産
農
家
に

は
負
担
に
な

る
と
認
識
し

て
い
る
。
施

設
解
体
等
の
費
用
負
担
割
合
は
国
県

が
88
％
、
市
が
12
％
と
な
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
宗
像
市
内
に

新
施
設
が
完
成

し
た
の
で
、令
和

４
年
度
に
津
屋

崎
の
施
設
を
解

体
。関
係
者
の
協

力
で
、景
観
は
自

然
に
近
づ
い
た
。

令
和
元
年
12
月

定
例
会
一
般
質
問

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
移
転
で
困
惑
は

▲勝浦の国道沿いにあったカントリー
エレベーター

市民インタビュー

▲新たに宗像市光岡に完成したカント
リーエレベーター

▲アソウファーム　麻生 正雄さん

お米の運搬に少々時間
がかかり不便になりま
したが、世界遺産の景
観はとても向上しまし
た。

市民インタビュー

特集  世界遺産への思い

2議 会 だ よ り  ふ く つ



　ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
平
成
29
年
、
福
津
・
宗
像
の
「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が

登
録
さ
れ
、
福
津
で
は
「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
世
界
遺
産
の
古
墳
群
は

議
会
に
お
い
て
も
一
般
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
質
問
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

市
民
の
思
い
、
現
在
の
進
捗
状
況
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
当
時
、
海
の
道
む
な
か

た
館
長
の
講
話
や
、
九
州
国
立
博
物

館
の
特
別
展
な
ど
の
盛
り
上
が
り
報

道
に
接
し
ま
し
た
。
宗
像
と
沖
ノ
島

の
世
界
遺
産
登
録
は
確
定
と
思
い
ま

し
た
が
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
定

し
た
と
き
は
大
喜
び
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
日
本
全
国
や
海
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
世
界
遺
産
を
訪
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
現
地
に
来
て
、
福
津

の
歴
史
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
遺
跡
の
出
土
品
は
、
カ

メ
リ
ア
で
保
管
さ
れ
て
い
て
、
見
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

故
郷
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
い

世
界
遺
産
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
へ
の
思
い
や
魅
力
に
つ
い
て
、
福
津
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
（
い
さ
ば
会
）
の
有
吉
敏
高
会
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　世
界
遺
産
関
連
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
議
員

が
行
っ
た
一
般
質
問
や
総
括
質
疑
が
、
そ
の
後
、
市
政
に
ど
う
生
か
さ

れ
た
の
か
、
市
の
担
当
部
署
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
国
内
初
の
古
墳
群
を
訪
れ
て
ほ
し
い

▲福津市観光ボランティアガイド会
　（いさば会）有吉 敏高 会長

▲古墳群での菜の花の種まきに集まった観光ボランティアガイド会（いさば会）の皆さん

そういえば
あの質問は
どうなった？
　
　
＝
当
時
の
質
疑
・
質
問
　
　
　
＝
当
時
の
市
の
回
答

　
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
内
の
用
地

取
得
の
状
況
は
。

　
　
世
界
遺
産
登
録
時
に
ユ
ネ
ス
コ

の
諮
問
機
関

「
イ
コ
モ
ス
」

へ
示
し
た
新

原
・
奴
山
古

墳
群
整
備
行

動
計
画
に
基

づ
き
、
公
有

化
事
業
を
進

め
て
い
る
。
平
成
30
年
度
ま
で
に
公

有
化
し
た
土
地
は
約
10
万
㎡
、
公
有

化
率
は
約
82
％
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん

だ
の
か
？

　
着
実
に
進
ん

で
い
る
。現
在
、

公
有
化
率
は
95

％
。
令
和
10
年

度
に
は
１
０
０
％

を
め
ざ
し
て
い
る
。

令
和
元
年
12
月

定
例
会
一
般
質
問

用
地
取
得
は
進
ん
で
い
る
の
か

▲谷口観光いちご園　谷口 知文さん

し
ん  

ば
る

ぬ

や
ま

古墳群の草刈りをして
いますが、以前と比べ
国道沿いは民間の建物
がなくなり、スッキリ
しました。

　
　
稲
作
を
や
め
る
と
い
う
人
や
、

運
搬
が
農
家
負
担
に
な
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
移
転
時
の

国
県
市
の
負

担
割
合
は
。

　
　
コ
メ
麦

生
産
農
家
に

は
負
担
に
な

る
と
認
識
し

て
い
る
。
施

設
解
体
等
の
費
用
負
担
割
合
は
国
県

が
88
％
、
市
が
12
％
と
な
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
宗
像
市
内
に

新
施
設
が
完
成

し
た
の
で
、令
和

４
年
度
に
津
屋

崎
の
施
設
を
解

体
。関
係
者
の
協

力
で
、景
観
は
自

然
に
近
づ
い
た
。

令
和
元
年
12
月

定
例
会
一
般
質
問

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
移
転
で
困
惑
は

▲勝浦の国道沿いにあったカントリー
エレベーター

市民インタビュー

▲新たに宗像市光岡に完成したカント
リーエレベーター

▲アソウファーム　麻生 正雄さん

お米の運搬に少々時間
がかかり不便になりま
したが、世界遺産の景
観はとても向上しまし
た。

市民インタビュー

特集  世界遺産への思い

3 議 会 だ よ り  ふ く つ



古墳まつりのはにわの案内板▶

①展望所から観光案内をするボラ
ンティアガイド　②なたねの種取
り　③菜殻火（ながらび）　④小学
生の現地学習　⑤古墳とひまわり
⑥散策路に咲く彼岸花　⑦古墳と
コスモス　⑧コスモスと乗馬　
⑨種まき後の記念撮影　⑩⑪⑫菜
の花の種まきをする市民、郷づく
り、市職員　⑬菜の花と古墳まつ
り　⑭⑮⑯菜の花時期の楽しいか
かし　⑰古墳まつり　⑱古墳現地
説明会　⑲古墳まつり古代人ガイ
ド　⑳展望所から望む菜の花畑

　
　
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

世
界
遺
産
学
習
の
取
り
組
み
は
。

　
　
校
区
内
に
新
原
・
奴
山
古
墳
群

が
あ
る
勝
浦
小
学
校
が
、
最
も
盛
ん

に
授
業
を
実

施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度

は
、
そ
の
他

の
市
内
の
３

小
・
中
学
校

で
も
実
施
し

て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
現
在
も
勝
浦
小
、
福
間
南
小
、
神

興
小
、
津
屋
崎
中
で
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
古
墳
群
で
の
現

地
学
習
と
文
化

財
課
職
員
が
学

校
で
行
う
出
前

授
業
を
２
本
柱

に
し
、
世
界
遺

産
学
習
の
実
施

校
と
授
業
数
を

増
加
さ
せ
た
い
。

令
和
４
年
９
月

定
例
会
一
般
質
問

世
界
遺
産
学
習
を
す
べ
き
で
は

　
　
今
後
の
活
用
方
法
や
、
多
く
の

歴
史
遺
産
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
、
市
内
の
史
跡
や
観
光
地
等

の
周
遊
を
図
っ
て
い
る
。
交
通
不
便

の
解
消
と
市
内
観
光
地
の
周
遊
増
加

を
図
る
た
め
、
一
人
２
千
円
の
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
を
補
助
し
、
現
地
を

訪
れ
る
観
光
客
の
支
援
を
実
施
。
ほ

か
に
古
墳
ま
つ
り
も
開
催
し
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
は
、

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
18
件
だ
っ
た
が
、
令
和

４
年
度
は
１
３
９
件
。
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
の
時
期
に
利
用
者
が
増
え
て

い
る
。
今
後
は

多
く
の
歴
史
遺

産
や
観
光
地
を

結
び
、
周
遊
し

て
も
ら
う
こ
と

で
、
市
内
の
消

費
喚
起
に
も
つ

な
げ
た
い
。

令
和
３
年
９
月

定
例
会
総
括
質
疑

今
後
の
活
用
方
法
は

　
市
が
世
界
遺
産
内
に
位
置
す
る
民

間
事
業
者
の
財
産
を
取
得
す
る
に
あ

た
り
、
委
員
会
は
「
地
域
住
民
を
は

じ
め
福
津
市
民
へ
の
情
報
共
有
及
び

共
働
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
諮
り
、
丁

寧
に
対
応
し
て
進
め
る
こ
と
」
と
い

う
付
帯
決
議
を
付
し
た
。
市
は
ど
う

受
け
止
め
、

進
め
た
の
か
。

あ
れ
か
ら
進

ん
だ
の
か
？

　
多
く
の
地

域
住
民
と
何

度
も
話
し
合

い
、
不
安
の

解
消
に
努
め
、
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

ま
た
、
市
民
や
郷
づ
く
り
、
観
光
協

会
等
関
係
団
体
、
県
職
員
、
大
学
教

授
と
共
働
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
多
く
の
声
を
反
映
し
た
、
第
２

次
整
備
計
画
を
令
和
３
年
度
に
策
定

し
た
。
ほ
か
に
も
地
域
活
性
化
や
観

光
の
視
点
か

ら
、
市
民
や
市

内
事
業
者
と
共

に
、
古
墳
周
辺

に
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
な
ど
の

種
ま
き
を
し
て

い
る
。

令
和
元
年
７
月

臨
時
会
議
案
審
査

用
地
取
得
に
あ
た
り
委
員
会
の
付
帯
決
議
の
対
応
は

古墳群の

四季の彩り

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
　※

新
年
の
挨
拶
は
広
報
ふ
く
つ
２
月
号
参
照

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
に
深
く
追
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
議
会
で
は
昨
年
一
年
間
で
議

案
や
発
議
、
請
願
な
ど
合
計
１
２
０
件

を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
と
総
括
質
疑
で
は
、
延
べ
62
人
の
議

員
が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

特
集
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
も
議
会
で

何
度
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
世
界
遺

産
登
録
か
ら
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
、

今
で
は
海
外
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
古
墳
群
は
、
福
津
の
宝
で
あ

り
誇
り
で
す
。
日
々
、
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
　

文
化
財
と
い
う
視
点
で
は
、
豊
村
酒

造
建
造
物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
ま
も

な
く
指
定
さ
れ
ま
す
。
古
墳
群
と
と
も

に
、
文
化
観
光
資
源
と
し
て
活
用
の
幅

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

改
革
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
議
会
に
対
し
、
皆
様
の
更
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
津
市
議
会
議
長
　
髙
山
　
賢
二 ▲統括地域コーディネーター　西田 明日香さん

授業の科目等に紐づけ
て世界遺産学習を進め
ています。各学校の現
状に合わせて取り入れ
てほしいです。

市民インタビュー

▲観光ボランティアガイド会　永松 春一さん

福津に住んでいる皆さ
ん、世界遺産をＰＲす
るためにも来て、見て、
その素晴らしさを感じ
てください。

市民インタビュー

▲小学生の世界遺産現地学習▲古墳が並ぶ風景

▲文化財課　池ノ上 宏 世界遺産係長

新原・奴山古墳群を訪
れた人に喜んでもらえ
るよう、地域の人たち
と共働し、魅力を高め
ていきたいです。

市職員インタビュー

３月には黄色
のじゅうたん
が広がるよ
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古墳まつりのはにわの案内板▶

①展望所から観光案内をするボラ
ンティアガイド　②なたねの種取
り　③菜殻火（ながらび）　④小学
生の現地学習　⑤古墳とひまわり
⑥散策路に咲く彼岸花　⑦古墳と
コスモス　⑧コスモスと乗馬　
⑨種まき後の記念撮影　⑩⑪⑫菜
の花の種まきをする市民、郷づく
り、市職員　⑬菜の花と古墳まつ
り　⑭⑮⑯菜の花時期の楽しいか
かし　⑰古墳まつり　⑱古墳現地
説明会　⑲古墳まつり古代人ガイ
ド　⑳展望所から望む菜の花畑

　
　
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

世
界
遺
産
学
習
の
取
り
組
み
は
。

　
　
校
区
内
に
新
原
・
奴
山
古
墳
群

が
あ
る
勝
浦
小
学
校
が
、
最
も
盛
ん

に
授
業
を
実

施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度

は
、
そ
の
他

の
市
内
の
３

小
・
中
学
校

で
も
実
施
し

て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
現
在
も
勝
浦
小
、
福
間
南
小
、
神

興
小
、
津
屋
崎
中
で
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
古
墳
群
で
の
現

地
学
習
と
文
化

財
課
職
員
が
学

校
で
行
う
出
前

授
業
を
２
本
柱

に
し
、
世
界
遺

産
学
習
の
実
施

校
と
授
業
数
を

増
加
さ
せ
た
い
。

令
和
４
年
９
月

定
例
会
一
般
質
問

世
界
遺
産
学
習
を
す
べ
き
で
は

　
　
今
後
の
活
用
方
法
や
、
多
く
の

歴
史
遺
産
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
、
市
内
の
史
跡
や
観
光
地
等

の
周
遊
を
図
っ
て
い
る
。
交
通
不
便

の
解
消
と
市
内
観
光
地
の
周
遊
増
加

を
図
る
た
め
、
一
人
２
千
円
の
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
を
補
助
し
、
現
地
を

訪
れ
る
観
光
客
の
支
援
を
実
施
。
ほ

か
に
古
墳
ま
つ
り
も
開
催
し
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
は
、

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
18
件
だ
っ
た
が
、
令
和

４
年
度
は
１
３
９
件
。
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
の
時
期
に
利
用
者
が
増
え
て

い
る
。
今
後
は

多
く
の
歴
史
遺

産
や
観
光
地
を

結
び
、
周
遊
し

て
も
ら
う
こ
と

で
、
市
内
の
消

費
喚
起
に
も
つ

な
げ
た
い
。

令
和
３
年
９
月

定
例
会
総
括
質
疑

今
後
の
活
用
方
法
は

　
市
が
世
界
遺
産
内
に
位
置
す
る
民

間
事
業
者
の
財
産
を
取
得
す
る
に
あ

た
り
、
委
員
会
は
「
地
域
住
民
を
は

じ
め
福
津
市
民
へ
の
情
報
共
有
及
び

共
働
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
諮
り
、
丁

寧
に
対
応
し
て
進
め
る
こ
と
」
と
い

う
付
帯
決
議
を
付
し
た
。
市
は
ど
う

受
け
止
め
、

進
め
た
の
か
。

あ
れ
か
ら
進

ん
だ
の
か
？

　
多
く
の
地

域
住
民
と
何

度
も
話
し
合

い
、
不
安
の

解
消
に
努
め
、
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

ま
た
、
市
民
や
郷
づ
く
り
、
観
光
協

会
等
関
係
団
体
、
県
職
員
、
大
学
教

授
と
共
働
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
多
く
の
声
を
反
映
し
た
、
第
２

次
整
備
計
画
を
令
和
３
年
度
に
策
定

し
た
。
ほ
か
に
も
地
域
活
性
化
や
観

光
の
視
点
か

ら
、
市
民
や
市

内
事
業
者
と
共

に
、
古
墳
周
辺

に
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
な
ど
の

種
ま
き
を
し
て

い
る
。

令
和
元
年
７
月

臨
時
会
議
案
審
査

用
地
取
得
に
あ
た
り
委
員
会
の
付
帯
決
議
の
対
応
は

古墳群の

四季の彩り

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
　※

新
年
の
挨
拶
は
広
報
ふ
く
つ
２
月
号
参
照

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
に
深
く
追
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
議
会
で
は
昨
年
一
年
間
で
議

案
や
発
議
、
請
願
な
ど
合
計
１
２
０
件

を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
と
総
括
質
疑
で
は
、
延
べ
62
人
の
議

員
が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

特
集
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
も
議
会
で

何
度
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
世
界
遺

産
登
録
か
ら
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
、

今
で
は
海
外
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
古
墳
群
は
、
福
津
の
宝
で
あ

り
誇
り
で
す
。
日
々
、
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
　

文
化
財
と
い
う
視
点
で
は
、
豊
村
酒

造
建
造
物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
ま
も

な
く
指
定
さ
れ
ま
す
。
古
墳
群
と
と
も

に
、
文
化
観
光
資
源
と
し
て
活
用
の
幅

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

改
革
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
議
会
に
対
し
、
皆
様
の
更
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
津
市
議
会
議
長
　
髙
山
　
賢
二 ▲統括地域コーディネーター　西田 明日香さん

授業の科目等に紐づけ
て世界遺産学習を進め
ています。各学校の現
状に合わせて取り入れ
てほしいです。

市民インタビュー

▲観光ボランティアガイド会　永松 春一さん

福津に住んでいる皆さ
ん、世界遺産をＰＲす
るためにも来て、見て、
その素晴らしさを感じ
てください。

市民インタビュー

▲小学生の世界遺産現地学習▲古墳が並ぶ風景

▲文化財課　池ノ上 宏 世界遺産係長

新原・奴山古墳群を訪
れた人に喜んでもらえ
るよう、地域の人たち
と共働し、魅力を高め
ていきたいです。

市職員インタビュー

３月には黄色
のじゅうたん
が広がるよ

⑯

⑮

⑭

⑲ ⑱

⑬ ⑧⑧ ⑦⑦ ①①

⑰ ⑨

⑪ ⑥ ⑤

④ ③ ②

⑩

⑫

⑳

特集  世界遺産への思い

5 議 会 だ よ り  ふ く つ



　

一
般
会
計
に
９
億
１
５
５
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
３
１
４
億
８

６
０
９
万
円
と
な
っ
た
。

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

　

化
学
肥
料
低
減
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス

推
進
の
た
め
、
堆
肥
の
製
造
・
散

布
に
必
要
な
機
械
の
購
入
支
援
費

　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
２
万
円

議案等が本会議に提出され
てから決定するまでの審議
の内容を報告します。

小
学
校
新
設
予
定
地
の
安
全
性
に

関
す
る
専
門
家
の
調
査
と
科
学
的

根
拠
を
示
し
て
行
う
住
民
説
明
会

の
実
施
に
つ
い
て
の
請
願
書

賛
成
多
数
で
可
決

　

専
門
家
に
よ
る
安
全
性
評
価
を

実
施
し
、
科
学
的
根
拠
を
示
す
住

民
説
明
会
の
早
期
開
催
と
地
域
住

民
と
の
合
意
形
成
を
求
め
る
。

主
な
質
疑

　
　

趣
旨
の
中
で
、
い
っ
た
ん
立

ち
止
ま
っ
て
と
あ
る
が
、
意
味
は
。

　
　

学
校
建
設
に
あ
た
り
、
地
域

住
民
か
ら
不
安
の
声
が
あ
が
っ
た
。

議
員
も
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て

住
民
の
声
に
向
き
合
う
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
を
止
め

る
意
味
で
は
な
い
。

主
な
討
論

　
　
　

10
月
21
日
に
住
民
説
明
会

が
行
わ
れ
た
が
、
地
域
か
ら
多
く

の
不
満
や
不
安
の
声
が
上
が
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
早
期
の
合
意
形

成
を
図
る
た
め
の
説
明
会
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
説
明
会
を
す
る
う

え
で
は
、
地
域
が
納
得
で
き
る
、
科

学
的
根
拠
の
あ
る
調
査

結
果
を
示
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
福
祉
会
館
条
例
を
廃
止

賛
成
多
数
で
可
決

　
福
祉
会
館（
潮
湯
の
里
夕
陽
館
）

は
、
市
民
の
健
康
保
持
お
よ
び
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
は
利

活
用
し
な
い
方
針
を
決
定
し
た
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

夕
陽
館
は
市
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
だ
っ
た
か
。

　
　

市
民
が
集
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
、
そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

が
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

拠
点
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

普
通
財
産
に
し
て
来
年
度
公

募
と
の
こ
と
だ
が
、
見
込
み
は
。

　
　

公
募
前
に
つ
き
回
答
を
控
え

た
い
。

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

　

津
屋
崎
小
学
校
体
育
館
の
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
う
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
８
万
円

　

神
興
東
小
学
校
の
令
和
６
年
度

児
童
増
加
対
応
の
改
修
工
事
費

　
　
　
７
１
０
万
円

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
事
業
費

　

寄
附
額
が
６
億
円
か
ら
７
億
円

に
増
加
の
見
通
し
と
な
り
、
返
礼

品
代
等
の
関
連
経
費
を
増
額

　
　
　
　
　
　
　
４
９
９
９
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
物

価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
費

　

低
所
得
世
帯
へ
物
価
高
騰
の
負

担
軽
減
を
図
る
費
用

　
　
５
億
２
０
４
５
万
円

福
間
中
学
校
増
築
工
事
費

　

生
徒
数
増
加
に
よ
る
令
和
７
年

度
か
ら
の
教
室
不
足
に
対
応
す
る

校
舎
増
築
工
事
費（
令
和
６
年
度
ま

で
の
債
務
負
担
行
為
を
追
加
）

　
　
　
　
11
億
４
４
０
０
万
円

市
営
納
骨
堂
条
例
を
廃
止

賛
成
多
数
で
可
決

　

市
営
納
骨
堂
は
、
建
物
の
老
朽

化
に
伴
い
、
使
用
者
の
安
全
が
確

保
で
き
な
い
。
ま
た
、
保
健
衛
生

の
向
上
と
、
社
会
福
祉
の
増
進
を

図
る
と
す
る
施
設
の
設
置
目
的
の

達
成
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
本

条
例
を
廃
止
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

現
在
の
建
物
工
事
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
利
用
者
へ
周
知
し
て

い
る
の
か
。

　
　

利
用
者
に
は
、
遺
骨
を
移
動

す
る
こ
と
、
そ
の
後
建
物
を
解
体

す
る
こ
と
を
通
知
す
る
文
書
を
送

っ
て
い
る
。
解
体
工
事
の
業
者
が

決
ま
り
し
だ
い
、
近
隣
住
民
や
隣

接
す
る
保
育
園
の
保
護

者
等
に
説
明
会
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

▲運営の公募をする夕陽館

▲解体される市営納骨堂

▲ワンヘルス推進のために機械の
購入費を支援

▲特別支援教室に改修される神興
東小学校の教室

市
民
福
祉

委員会

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会

総
務
文
教

委員会

議案審議

12月
定例会

賛
成
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▲今後、更に活用が期待される津屋崎
郷づくり交流センター

意
見
書
を
提
出

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法（
硬
膜
外
自

家
血
注
入
療
法
）に
適
正
な
診
療
上

の
評
価
等
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
井
手
口　
忠
信

賛
成
多
数
で
可
決

脳
脊
髄
液
減
少
症
治
療
法
ブ
ラ
ッ
ド

パ
ッ
チ
療
法
の
適
正
評
価
を
要
望
。

市
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　

津
屋
崎
地
域
郷
づ
く
り
推
進
協

議
会
は
、
令
和
４
年
か
ら
津
屋
崎

行
政
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
を
仮
拠

点
と
し
て
運
営
し
て
い
た
。

　
正
式
に
郷
づ
く
り
の
拠
点
施
設
、

津
屋
崎
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

に
位
置
づ
け
る
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

主
な
質
疑

　
　

市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
の
情
報
広
場
に
分
か

り
や
す
く
掲
載
し
、
周

知
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

建
設
環
境

委員会

公開します。みんなの賛成と反対
12月定例会の

《
教
育
長
》

田た
ぶ
ち渕

　
　
聡さ

と
し 

さ
ん

任
期　
令
和
５
年
12
月
11
日
～

　
　
　
令
和
８
年
12
月
10
日

人
事
案
件
に
不
同
意

《
農
業
委
員
会
委
員
》

花は
な
だ田

　
清せ

い
じ治 

さ
ん

大お
お
み
ね峰

　
辰た

つ
ゆ
き幸 

さ
ん

森も
り

　
　
正ま

さ
み
つ光 

さ
ん

伊い
と
う藤

　
弘ひ

ろ
あ
き章 

さ
ん

仲な
か
む
ら村

　
亀か

め
お雄 

さ
ん

乙お
と
ふ
じ藤

　
正ま

さ
は
る治 

さ
ん

尾お
じ
ま嶋

　
　
聡さ

と
し 

さ
ん

椛か
ば
む
ら村

　
公ま

さ
ひ
こ彦 

さ
ん

嶋し
ま
だ田

　
和か

ず
し
げ重 

さ
ん

小お
や
ま山

　
博ひ

ろ
と
し敏 

さ
ん

横よ
こ
や
ま山

　
弘ひ

ろ
み
ち道 

さ
ん

任
期　
令
和
５
年
12
月
21
日
～

　
　
　
令
和
８
年
12
月
20
日

人
事
案
件
に
同
意

陳情

結　
果

議　員　名

案　件

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

可決 市一般職の職員の給与に関する条例を改正（期末手当等の改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 市議会の議員の議員報酬に関する条例を改正（期末手当の改正） ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○
可決 市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例を改正（期末手当の改正）● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○
可決 宗像地区事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和５年度一般会計補正予算（第４号） － ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● － ○
可決 令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
可決 令和５年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
可決 令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
可決 令和５年度公共下水道事業会計補正予算（第１号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
不同意 教育委員会教育長の任命への同意（田渕聡さん） ● ○ ● ○ ● ● ○ ● － ● ● ● ● ○ ○ ● ●
同意 農業委員会委員の任命への同意（花田清治さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（大峰辰幸さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（森正光さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（伊藤弘章さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（仲村亀雄さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（乙藤正治さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（尾嶋聡さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（椛村公彦さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（嶋田和重さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（小山博敏さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 農業委員会委員の任命への同意（横山弘道さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採択 小学校新設予定地の安全性に関する専門家の調査と科学的根拠を示して
行う住民説明会の実施についての請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 市学童保育所条例を改正（福間小に新設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市福祉会館条例の廃止（利活用しない方針決定のため廃止） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○
可決 市営納骨堂条例の廃止（老朽化のため廃止） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市国民健康保険税条例を改正（産前産後の国保税減額） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市手数料条例を改正（介護事業所申請手数料の改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ － ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市郷づくり交流センター条例を改正（津屋崎郷づくり交流センター供用開始）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和5年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権
●健康保険証の存続を求める意見書採択についての陳情書/福岡県保険医協会　林裕章さん　●政党機関紙の庁舎内勧誘行
為の自粛を求める陳情/明るい福岡を作る会　高橋幸子さん　●紙オムツ持ち込みによる負担軽減に関する陳情書/株式会社
ベビーフレンド　野中史晃さん　●福津市商工会に対する市補助金について（お願い）/福津市商工会会長　山脇清さん
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う！
市政を

問う！
髙山 賢二 議長

今回は
16人でした

議員が市長や教育委員会などに対し
て、市政全般の執行状況や方針等を
問うたり、説明を求めたりしました。

　
今
後
、
小
中
一
貫
校
を

含
む
中
学
校
の
新
設
を
考
え

な
い
の
か
。

ま
た
、
津
屋
崎
中
学
校
の

生
徒
数
が
現
在
の
４
８
９
名

か
ら
令
和
12
年
度
に
最
大
で

９
５
４
名
と
な
る
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
、
津
屋

崎
中
学
校
に
通
う
こ
と
に
な

る
生
徒
の
保
護
者
に
説
明
を

す
る
の
か
。

　
中
学
校
の
新
設
は
、
小

中
一
貫
校
を
含
め
て
不
可
能

と
判
断
し
て
い
る
。

小
学
校
の
新
設
に
伴
う
、

校
区
の
再
編
、
児
童
・
生
徒

数
の
推
移
な
ど
は
、
広
報
紙

等
で
説
明
し
た
が
、
継
続
し

て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

説
明
の
時
期
や
対
象
者
は
、

学
校
や
関
係
者
の
意
見
を
聞

い
て
考
え
た
い
。
ま
た
、
推

薦
入
試
に
影
響
す
る
部
活
動

等
の
活
動
に
つ
い
て
も
十
分

に
行
え
る
よ
う
配
慮
す
る
。

今後、新たな中学校建設を考えないのか
小中一貫校含めて中学校を新設することは不可能と判断

秦 浩 議員

答 弁

▲今後、生徒数が増加
する津屋崎中学校

　
市
内
で
こ
ど
も
食
堂
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
行
っ
て
い

る
団
体
へ
の
、
市
の
支
援
や

補
助
体
制
が
不
足
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
長
期
休
業
期
間
に

学
童
保
育
所
に
預
け
る
保
護

者
に
と
っ
て
、
お
弁
当
作
り

が
負
担
と
な
る
。
猛
暑
で
食

中
毒
が
心
配
だ
っ
た
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。
対
策
は
。　

　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

は
福
祉
課
で
個
別
対
応
を
し

て
い
る
が
、
市
か
ら
団
体
へ

の
援
助
は
し
て
い
な
い
。
こ

ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は
、
県

の
補
助
制
度
活
用
も
含
め
、

支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

長
期
休
業
期
間
の
学
童
保

育
所
で
の
食
事
提
供
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
や
指
導
員
の

負
担
を
考
え
る
と
難
し
い
。

地
域
で
開
催
し
て
い
る
こ
ど

も
食
堂
と
の
連
携
な
ど
も
含

め
て
考
え
て
い
く
。

こどもの「食」に関する市の支援策は
新年度は調査研究し、こども食堂の支援等をめざしたい

石田 まなみ 議員

答 弁

▲市内の民間団体に
よる支援活動

　
武
蔵
野
市
で
は
人
材
育

成
基
本
方
針
策
定
に
あ
た
っ

て
、
管
理
職
に
は
個
別
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
一
般
職
に
は
ワ

ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
キ
ー

ワ
ー
ド
を
抽
出
す
る
な
ど
、

全
て
の
職
員
に
意
見
を
求
め

た
と
あ
る
。
本
市
で
も
必
要

で
は
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人
材
育
成
基
本
方
針
を
検
索

し
た
が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か

わ
か
り
づ
ら
く
時
間
を
要
し

た
。
検
討
が
必
要
で
は
。

　
こ
の
人
材
育
成
を
進
め

る
た
め
に
も
全
職
員
の
努
力

と
理
解
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
改

定
に
当
た
っ
て
全
体
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
る
方
法
な
ど

の
検
討
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

わ
か
り
や
す
い
ペ
ー
ジ
へ
書

き
換
え
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

人材育成基本方針改定で職員意見反映は
全職員ではなく、経営会議や部課長による内容確認を実施

榎本 博 議員

答 弁

▲福津市人材育成方針
（改定版）

　
６
月
定
例
会
で
市
と
し

て
統
一
し
た
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
が
必
要
と
の
市
長

答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ

の
策
定
に
お
け
る
進
捗
状
況

を
伺
う
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
基
礎

調
査
は
、
農
地
の
宅
地
化
希

望
の
声
が
あ
る
た
め
実
施
す

る
と
受
注
者
に
説
明
し
て
い

た
が
、
そ
の
声
が
な
け
れ
ば

実
施
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
平
成
17
年
の
合
併
後
も

旧
町
の
２
つ
の
計
画
を
継
続

し
て
い
る
。
市
と
し
て
の
計

画
策
定
は
、
予
算
を
か
け
ず

に
ま
と
め
る
考
え
で
進
め
て

い
る
。
職
員
体
制
等
を
検
討

中
で
、令
和
６
年
度
に
着
手
、

完
成
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

基
礎
調
査
は
、
令
和
２
年

９
月
定
例
会
で
の
指
摘
を
受

け
必
要
と
判
断
し
た
。
農
業

振
興
地
域
の
在
り
方
を
考

え
、第
一
産
業
を
推
進
す
る
。

農業振興地域整備計画策定の進捗状況は
農業の現状が未反映のため、現状に即した修正が必要

倉元 敏徳 議員

答 弁

▲農業振興地域の
耕作放棄地

一 般質問という議員主導の
政策論議

8議 会 だ よ り  ふ く つ



QRコードから録画配信にアクセスできます。

　
子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
率

が
減
少
傾
向
の
諸
外
国
に
対

し
、
国
内
で
は
増
加
傾
向
で

あ
る
。
特
に
20
～
40
代
の
若

年
層
の
罹
患
率
が
増
え
て
い

る
。
毎
年
１
万
１
０
０
０
人

が
発
症
し
２
９
０
０
人
が
亡

く
な
っ
て
い
る
。
予
防
に
効

果
的
な
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
接
種
勧
奨
が
再
開
さ

れ
た
が
、
約
９
年
間
の
勧
奨

差
し
控
え
の
影
響
を
受
け
た

年
代
へ
の
対
策
は
。

　
平
成
９
年
４
月
２
日
～

同
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
は

公
費
で
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
期
限
が
令
和
７

年
３
月
末
と
迫
っ
て
い
る
た

め
、
未
接
種
者
に
は
再
度
の

個
別
通
知
を
行
う
。併
せ
て
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
、
レ
デ
ィ
ー
ス

デ
イ
や
託
児
な
ど
も
集
団
健

診
で
実
施
し
て
い
る
。

子宮頸がん発症予防のための取り組みは
ワクチンのキャッチアップ接種対象者に再通知を行う

中村 晶代 議員

答 弁

▲福岡県の子宮頸が
ん予防パンフレット

　
住
民
と
協
議
す
る
前
の

盛
土
工
法
で
の
入
札
は
、
順

序
が
逆
で
は
。

嬉
野
市
の
浸
水
想
定
区
域

に
あ
る
塩
田
中
学
校
で
は
、

住
民
と
協
議
し
、
盛
土
は
周

辺
住
宅
に
流
水
が
増
大
す
る

と
い
う
科
学
的
な
検
証
の
も

と
高
床
式
に
し
た
。
県
は
平

成
30
年
の
地
盤
高
で
浸
水
想

定
を
し
て
い
る
。
現
在
の
地

盤
高
で
の
科
学
的
な
検
証
と

工
法
の
検
討
が
必
要
で
は
。

　
地
域
の
皆
様
が
大
変
心

配
し
て
い
る
中
、
造
成
工
事

の
入
札
を
進
め
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
非
常
に
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

造
成
工
事
の
入
札
は
完
了

し
て
い
る
が
、
改
め
て
造
成

工
事
に
よ
り
浸
水
想
定
区
域

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る

か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
検
証
し
た
い
。

新設校の盛土、浸水想定の科学的検証は
結果しだいで造成内容が変わることも。科学的知見を示す

佐伯 美保 議員

答 弁

▲先進的な水害対策をし
た高床式の塩田中学校

　
小
学
校
の
水
泳
授
業
を

委
託
し
て
い
る
学
校
と
そ
う

で
な
い
学
校
と
で
、
教
育
水

準
の
均
等
が
と
れ
て
い
な
い
。

小
学
校
水
泳
授
業
委
託
の
課

題
と
今
後
の
方
向
性
は
。

授
業
で
も
、
市
民
で
も
利

用
で
き
る
プ
ー
ル
を
建
設
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
水
泳
授
業
に
は
新
た
な

不
公
平
感
が
出
て
き
た
と
認

識
し
て
い
る
。
委
託
は
大
き

な
経
費
が
か
か
り
、
今
後
も

委
託
料
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

る
。
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

の
誘
致
に
は
市
の
投
資
が
要

件
の
場
合
も
あ
り
、
総
合
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
プ
ー
ル
の
建
設
は
、

学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
や
授

業
実
施
方
法
を
研
究
し
、
今

後
の
方
針
を
決
定
し
た
上
で

検
討
し
た
い
。
よ
り
良
い
水

泳
教
育
の
た
め
の
基
本
構
想

な
る
も
の
を
作
り
た
い
。

全小学校の水泳授業の教育水準の均等は
委託で機会均等が実現、教育水準には不公平感が出ている

中村 清隆 議員

答 弁

▲解体前の福間南
小学校のプール

　
黒
ア
ワ
ビ
等
は
中
国
へ

の
輸
出
停
止
に
よ
り
価
格
が

下
落
し
て
い
る
。
こ
れ
を
機

に
国
内
販
路
の
拡
大
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。
東
京
な
ど

の
人
口
規
模
が
大
き
な
都
市

に
、
市
長
自
ら
売
り
込
み
に

行
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
東
京
等
で
小
さ
な
規
模

で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
集
ま
っ
て
く
る
人
の

量
が
違
う
と
感
じ
た
。
地
元

の
産
物
を
広
め
る
た
め
に
５

年
前
に
地
域
商
社
い
い
ざ
い

が
設
立
さ
れ
た
。
い
い
ざ
い

だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
市
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
こ
と
は
大
変
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
燃
油

補
助
、
水
産
振
興
や
漁
場
保

全
に
係
る
水
産
振
興
補
助
金

な
ど
の
支
援
と
併
わ
せ
て
行

っ
て
い
き
た
い
。

輸出停止で価格下落のアワビの支援策は
市内向け、市外向けに発信することが市の責務と考える

大山 隆之 議員

答 弁

▲水産振興のために
市の支援策を

　
障
が
い
の
有
無
等
に
よ

り
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

「
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取

得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎

通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」が
制
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
視
覚
障
が
い
者
は

未
だ
に
情
報
取
得
等
に
多
く

の
苦
労
が
あ
る
。
音
声
読
み

上
げ
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
公

的
な
通
知
等
に
音
声
コ
ー
ド

を
記
載
す
る
自
治
体
は
多

い
。
本
市
で
も
、
市
か
ら
送

付
さ
れ
る
公
的
な
通
知
や
封

書
に
、
音
声
コ
ー
ド
を
活
用

し
て
は
。

　
現
在
、
視
覚
障
が
い
者

に
と
っ
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
は
大
切
な
情
報
ツ
ー
ル

で
あ
る
。
県
内
で
も
多
く
の

自
治
体
が
導
入
し
て
お
り
、

本
市
も
導
入
を
前
提
と
し

て
、
早
急
に
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

音声コードの活用で福祉を向上させては
導入を前提として、早急に検討を進めていきたい

井手口 忠信 議員

答 弁

▲音声コードをスキャンし、
文書を読み上げるアプリ

一 般質問という議員主導の
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新
設
小
学
校
事
業
の
総

事
業
費
の
見
込
み
は
、
約
56

億
円
か
ら
約
72
億
円
ま
で
増

え
て
い
る
と
の
事
だ
が
、
１

０
０
億
円
を
超
え
る
よ
う
な

予
算
に
な
っ
て
も
完
了
さ
せ

る
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
定
例

会
議
事
録
の
新
設
校
関
連
の

協
議
は
、
庁
内
の
協
議
が
進

ん
で
い
な
い
た
め
と
い
う
理

由
で
非
公
開
に
な
っ
て
い

る
。今
後
公
開
し
な
い
の
か
。

　
本
事
業
は
優
先
度
の
高

い
事
業
と
考
え
て
い
る
。
市

の
全
体
事
業
の
中
で
精
査
、

取
捨
選
択
な
ど
を
行
い
、
財

源
確
保
に
努
め
、
最
優
先
で

進
め
る
方
針
で
あ
る
。

該
当
の
議
事
録
は
、
時
限

非
公
開
に
す
る
判
断
も
あ
っ

た
と
思
う
が
、
そ
の
時
点
で

非
公
開
と
決
定
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
か
ら
判
断
を

覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

小学校新設の予算はどこまで増大可能か
明確な数字は示せないが、最優先で財源確保していく

山本 祐平 議員

答 弁

▲新設校協議を非公開決
定した教育委員会議事録

　
夕
陽
館
や
大
峰
山
キ
ャ

ン
プ
場
、旧
魚
正
跡
地
な
ど
、

公
共
施
設
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

津
屋
崎
千
軒
に
あ
る
酒
造

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
が
、
駐
車
場
や
ト
イ

レ
な
ど
面
的
整
備
の
計
画
等

は
な
い
。
実
施
計
画
の
中
で

整
備
な
ど
の
予
算
を
来
年
度

以
降
に
考
え
て
い
く
の
か
。

　
夕
陽
館
は
民
間
事
業
者

の
運
営
を
求
め
て
、
令
和
６

年
１
月
以
降
に
事
業
者
公
募

を
め
ざ
す
。
大
峰
山
キ
ャ
ン

プ
場
は
、
民
間
活
力
を
導
入

し
た
公
共
施
設
の
有
効
活
用

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
津
屋

崎
地
区
の
活
性
化
を
め
ざ
し

て
い
る
。
旧
魚
正
跡
地
は
、

解
体
し
て
今
後
は
観
光
用
途

で
の
利
活
用
を
す
る
予
定
。

津
屋
崎
千
軒
の
面
的
整
備

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

津屋崎地区の公共施設の活用方法は
民間活力を導入して公共施設の有効活用に取り組む

福井 崇郎 議員

答 弁

▲津屋崎千軒の面的
な整備と活用を

　
　
10
月
21
日
に
、
新
設
校

建
設
予
定
地
の
地
元（
宮
司

二
区
・
三
区
）で
住
民
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
。
建
設
に

伴
っ
て
の
安
全
性
に
対
す
る

不
安
や
疑
問
が
出
さ
れ
た
。

　
新
設
小
学
校
は「
地
域
の

防
災
拠
点
の
役
割
を
果
た
す

施
設
」と
の
位
置
付
け
や
本

市
の「
環
境
基
本
条
例
」「
開

発
指
導
要
綱
」に
沿
っ
た
進

め
方
が
必
要
と
考
え
る
。

　
住
民
の
不
安
等
に
答
え
る

た
め
に
も
、
専
門
家
に
よ
る

学
校
用
地
と
そ
の
周
辺
の
総

合
的
な
調
査
を
実
施
し
、
調

査
結
果
を
も
っ
て
住
民
説

明
、合
意
形
成
す
べ
き
で
は
。

　
　
学
校
だ
け
の
安
全
性
を

考
え
て
造
成
計
画
を
立
て
た

わ
け
で
な
い
が
、
周
辺
等
の

安
全
性
に
つ
い
て
検
証
で
き

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
資

料
を
整
え
て
、
今
後
、
説
明

し
て
い
き
た
い
。

新設校建設地および周辺の安全性調査は
安全性検証シミュレーションを実施し、説明していきたい

戸田 進一 議員

答 弁

▲新設小学校建設予定地と
その横を流れる手光今川

　
夕
陽
館
の
民
営
化
で
福

祉
行
政
の
低
下
と
な
ら
な
い

よ
う
、
通
い
の
場
を
増
や
す

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
福
祉
施
設
だ
っ
た
夕
陽
館

の
代
替
施
策
で
は
な
く
、

元
々
あ
る
市
の
計
画
に
基
づ

い
た
施
策
で
は
な
い
か
。

ま
た
財
政
負
担
が
大
き
い

と
い
う
が
、「
民
で
で
き
る

事
は
民
へ
」と
い
う
こ
れ
ま

で
の
考
え
を
改
め
、
市
民
参

加
に
よ
っ
て
夕
陽
館
を
市
財

政
に
貢
献
で
き
る
施
設
に
す

る
取
り
組
み
を
考
え
て
は
。

　
通
い
の
場
の
増
設
は
市

の
元
々
の
計
画
で
あ
る
。
現

在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

は
ふ
く
と
ぴ
あ
に
移
っ
て
お

り
、
健
康
福
祉
施
策
は
そ
こ

を
拠
点
に
展
開
し
て
い
る
。夕

陽
館
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
生
か
し
た
有
効
活
用
と
し

て
民
営
化
を
検
討
し
て
お
り
、

こ
の
考
え
で
進
め
て
い
く
。

福祉会館潮湯の里夕陽館として再開しては
行政直営での夕陽館の再開は、財政的に困難と考えている

岩下 豊 議員

答 弁

▲福祉施設ではなくなっ
た潮湯の里夕陽館

　
就
学
援
助
費
の
第
１
回

目
の
支
給
時
期
は
９
月
末
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
の

支
給
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。

そ
の
影
響
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
の
か
。
支
給
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
。
何
の
た
め

の
就
学
援
助
か
、
最
も
必
要

な
時
に
支
給
す
る
こ
と
が
大

事
と
考
え
る
。
支
給
時
期
を

見
直
し
、
８
月
末
、
12
月
末

に
支
給
で
き
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
支
給
に
つ
い
て
は
９
月

末
を
予
定
し
て
い
た
が
、
事

務
処
理
の
中
で
10
月
５
日
と

な
っ
た
。
支
給
対
象
保
護
者

に
は
迷
惑
を
お
か
け
し
た

が
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
、
担
当
部
署
に
支
給
時

期
を
早
め
る
よ
う
な
検
討
を

指
示
し
て
い
る
。
今
後
も
、

就
学
援
助
の
目
的
を
十
分
理

解
し
な
が
ら
事
務
を
進
め
て

い
き
た
い
。

就学援助費の支給時期を前倒ししては
就学援助費の目的を十分理解しながら進めていきたい

豆田 優子 議員

答 弁

▲必要な時に就学援
助費の支給を

市政を
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議
会
は
、
市
長
が
提
出
す
る
予
算
案
を

審
査
す
る
た
め
に
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。
予
算
案
と
は
、
市
の

お
金
の
使
い
道
を
示
す
も
の
で
す
。
予
算

審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
予
算
額
や
事
業

内
容
を
詳
し
く
検
証
し
、
委
員
会
で
の
賛

成
・
反
対
を
決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
意

見
を
ま
と
め
て
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。

本
会
議
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
報
告
を
も
と
に
、
最
終
的
な
議
会
と
し

て
の
賛
成
や
反
対
を
決
定
し
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
市
の
財
政

や
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
福
間
南
小
の
過
密
化
は

長
期
化
し
て
い
る
。
先
日
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
校
区
再
編

案
も
示
さ
れ
て
い
た
。
仮
に

校
区
再
編
す
る
場
合
は
合
意

形
成
が
重
要
と
な
る
。
移
る

側
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
通
学
に
は
バ
ス
や
電
車

な
ど
現
実
的
な
手
段
を
提
示

し
意
見
を
聴
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
だ
け

で
な
く
近
隣
市
へ
の
通
学
も

考
慮
に
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
解

決
方
法
を
探
る
べ
き
で
は
。

　
校
区
再
編
は
地
域
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
ま
だ
正
式

な
検
討
段
階
で
は
な
い
。
３

㎞
歩
い
て
の
通
学
は
難
し

い
。
電
車
の
利
用
は
バ
ス
よ

り
も
現
実
的
と
考
え
る
。
近

隣
市
へ
の
通
学
も
過
去
に
検

討
し
た
が
、
再
編
議
論
の
一

つ
と
し
て
検
討
す
る
。
今
後

も
、
責
務
と
し
て
教
育
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

南小過密緩和にあらゆる手段を検討しては
教育環境整備のため、校区再編含めて検討していきたい

中村 恵輔 議員

答 弁

▲福間南小学校の
増築された校舎

　
農
業
者
か
ら
の
農
業
施

設
の
補
修
等
の
要
望
に
対
し
、

市
の
実
施
率
は
毎
年
30
％
～

50
％
で
、
十
分
に
応
え
ら
れ

て
い
な
い
。
老
朽
施
設
も
多

く
、
予
算
を
増
額
し
て
毎
年

５
割
以
上
の
要
望
に
応
え
る

べ
き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

補
修
等
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
堀
切
水
門
と
貝
町
た

め
池
、
西
新
堤
た
め
池
の
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　
農
業
施
設
の
補
修
は
緊

急
性
が
高
い
部
分
が
多
い
。
中

期
財
政
見
通
し
を
勘
案
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
今
後
の

予
算
査
定
で
配
分
調
整
す
る
。

堀
切
水
門
は
国
の
補
助
事

業
の
採
択
を
受
け
て
い
る
の

で
、
令
和
６
年
度
に
予
算
計

上
を
す
る
予
定
。
貝
町
た
め

池
は
、６
年
度
に
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

を
、

西
新
堤
た
め
池
は
、
５
年
度

と
６
年
度
の
２
カ
年
で
補
修

を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

農業施設補修の予算を増額すべきでは
限られた財源の中で、適正に配分調整しながら対応する

尾島 武弘 議員

答 弁

▲土砂の流入で塞がれ
た農業用水路の補修

予
算
審
査
特
別
委
員
会
っ
て
何
？

ほかにもこんな質問がありました
議員名 その他の質問

秦　　　浩 本市の観光の取り組みについて
榎本　　博 地域拠点の活性化の取り組みについて

倉元　敏徳 先月発生した市内会社敷地内における火災
について

井手口忠信
乳幼児健康診査について
こどもの眼の健康について

大山　隆之 漁業への補助について
中村　晶代 男性へのHPVワクチン接種について

議員名 その他の質問

佐伯　美保

公平な教育環境の整備に向けた福間南小学
校への具体策等について
地域防災計画における避難体制の整備状況
について
福津市マンション管理適正化推進計画につ
いて
資源ゴミの回収体制等について

中村　清隆 有害鳥獣対策について
岩下　　豊 過大規模校の過密解消策について
山本　祐平 こども食堂について

豆田　優子 子どもたちの未来のための取り組みの現状
について

戸田　進一 ゴミ行政と自治会活動について

尾島　武弘 市が管理している防風林等の管理体制につ
いて

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①世界遺産観光タクシークーポン券
の金額は?

②福津市議会を視察に訪れた市は?
③こども未来議会は今回で何回目?

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。

▲中継や録画配信で見ることができる予算審査特別委員会

1 1 議 会 だ よ り  ふ く つ



は
資
格
取
得
補
助
が
必
要
で
あ
る
。

過
大
規
模
校
や
大
規
模
校
の
防
災

に
関
し
て
、
訓
練
計
画
や
報
告
を
市

が
把
握
す
る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と

危
機
意
識
を
持
ち
、
積

極
的
に
関
与
す
る
必
要

が
あ
る
。

民
に
防
災
に
対
す
る
啓
発
を
今
以
上

に
行
う
と
と
も
に
、
庁
内
に
お
い
て

も
各
課
や
地
域
と
の
連
携
を
密
に
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

防
災
士
や
地
域
防
災
推
進
員
が
地

域
の
安
全
に
寄
与
出
来
る
よ
う
、
役

割
の
明
確
化
、
ま
た
増
員
の
た
め
に

大
阪
府
箕
面
市
の
保
育
・
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
は
、
公
立
・
民
間
の
種

別
を
超
え
て
、
市
内
全
て
の
就
学
前

施
設
と
連
携
し
て
、
課
題
解
決
機
関

と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
、
大

学
と
の
連
携
、
幼
保
小
の
架
け
橋
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
や
研
修
会
、
巡
回
訪

問
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

委
員
会
と
し
て
の
提
言

本
市
で
も
発
達
障
が
い
や
不
登
校

は
増
加
傾
向
で
、
幼
児
教
育
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。本
市
は
、保
育
所
と

認
定
こ
ど
も
園
は
こ
ど
も
家
庭
部
、

幼
稚
園
と
小
学
校
は
教
育
委
員
会
が

所
管
し
て
お
り
、
総
合

的
な
体
制
の
も
と
で
の

取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

評
で
あ
る
。
業
務
効
率
化
で
、
新
た

な
日
常
に
対
応
し
た
市
民
課
窓
口
の

実
現
や
、
処
理
時
間
の
短
縮
お
よ
び

人
件
費
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
国
保
、
介
護
、
福
祉
、

学
校
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
関
連
の

手
続
き
の
あ
る
部
署
に
窓
口
シ
ス
テ

ム
を
配
置
予
定
で
、
全
庁
的
に
市
民

の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
む
姿
勢
が

み
ら
れ
た
。

委
員
会
と
し
て
の
提
言

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
窓

口
業
務
の
効
率
化
、
人
的
ミ
ス
の
排

除
等
導
入
効
果
は
大
き
い
。
本
市
で

も
シ
ス
テ
ム
導
入
は
可
能
で
あ
り
、

前
向
き
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

幼
保
小
の
連
携
調
査
結
果

京
都
府
木
津
川
市
の「
書
か
な
い

窓
口
」、
大
阪
府
箕
面
市
の
幼
保
施

設
と
小
学
校
の
連
携
を
調
査
し
た
。

書
か
な
い
窓
口
調
査
結
果

京
都
府
木
津
川
市
は
市
民
の
利
便

近
年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対

応
す
る
た
め
、市
の
現
状
を
把
握
し
、

防
災
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
を
調
査
し

た
。

調
査
結
果

市
は
各
種
災
害
に
備
え
て
防
災
会

議
を
設
置
し
、
地
域
防
災
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。

地
域
防
災
推
進
員
は
地
域
の
役
員

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
平
時
と
災
害
時
に

お
け
る
地
域
防
災
活
動
を
支
援
し
て

い
る
が
役
割
は
緩
や
か
で
あ
る
。

ふ
く
つ
防
災
士
会
に
は
約
10
名
の

防
災
士
が
所
属
し
て
い
る
。
防
災
教

育
な
ど
の
支
援
を
定
期
的
に
行
っ
て

性
向
上
や
待
ち
時
間
縮
減
、
職
員
の

負
担
軽
減
等
を
目
的
と
し
て「
書
か

な
い
窓
口
」を
導
入
し
た
。
各
種
手

続
き
の
簡
素
化
や
、
他
課
に
わ
た
る

手
続
き
の
一
元
化
等
、
市
民
に
も
好

い
る
が
、
人
員
数
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制

な
ど
に
課
題
が
あ
る
。

過
大
規
模
校
で
は
火
災
想
定
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
る
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
が
、
訓
練
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

新
設
校
の
指
定
避
難
所
想
定
に
つ

い
て
は
、
立
地
上
や
構
造
上
の
課
題

が
解
決
で
き
た
場
合
に
、
指
定
避
難

所
に
な
る
と
市
は
認
識
し
て
い
る
。

委
員
会
と
し
て
の
提
言

現
状
は
、
行
政
や
市
民
の
災
害
へ

の
危
機
感
や
、
そ
の
た
め
の
備
え
に

つ
い
て
の
意
識
も
十
分
に
醸
成
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
市

▲宮司地区の防災訓練の様子

▲大阪府箕面市

▶
京
都
府
木
津
川
市

「
書
か
な
い
窓
口
」お
よ
び「
幼
保
小
の
連
携
」に
つ
い
て
先
進
地
視
察

防
災
体
制
の
現
状
に
つ
い
て
調
査

各常任委員会が所管する市の事務について行った所管
事務調査を報告します。

総務部、経営企画部、教育部、会計課、監査事務局等
の事務について調査研究しています。

市民生活部、健康福祉部、こども家庭部の事務につい
て調査研究しています。

総 務 文 教 委 員 会市 民 福 祉 委 員 会

委員会調査 リポート

1 2議 会 だ よ り  ふ く つ



議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行

2024. 2024. 号号冬冬
フリガナ
氏名

住所　〒　　　－

電話番号（紙面掲載時の確認の際に連絡します）

年齢

歳

ペンネーム

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

郵送する場合

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
関
係
団

体
や
各
部
署
と
横
断
的
な
情
報
共

有
・
連
携
を
行
い
、
窓
口
の
一
本
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を

一
層
促
進
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

う
等
、
情
報
の
集
約
に
向
け
た
整
備

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
課
題

に
は
、
情
報
収
集
や
対
応
の
強
化
の

た
め
、
担
当
課
だ
け
で
な
く
他
課
と

も
更
な
る
協
力
体
制
を
図
り
、
連
絡

を
取
り
合
い
、
早
期
改
善
に
向
け
て

空
き
家
は
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
。
本
市
も
増
加
し
て
お
り
、
管
理

等
に
関
す
る
課
題
が
発
生
し
て
い

る
。
市
の
空
き
家
対
策
の
現
状
と
課

題
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

空
き
家
件
数
は
令
和
３
年
度
調
査

で
５
２
９
件
と
、
前
回
調
査
よ
り
約

１
５
０
件
増
加
し
た
。
そ
の
う
ち
３

０
１
件
は
連
絡
が
取
れ
て
い
な
い
。

適
正
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

数
は
増
え
て
は
い
な
い
が
、
今
後
は

高
齢
化
と
と
も
に
空
き
家
が
今
以
上

に
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
過
去
３
年
間

で
は
、合
計
２
件
の
登
録
数
だ
っ
た
。

　
登
録
の
希
望
よ
り
も
利
用
し
た
い

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
手
続

き
が
煩
雑
で
時
間
も
か
か
る
こ
と
か

ら
マ
ッ
チ
ン
グ
に
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
状
況
の
解
消
の
た
め
、
市
は

所
有
者
に
空
き
家
活
用
応
援
団
や
不

動
産
業
者
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

空
き
家
が
特
定
空
き
家
に
至
ら
な

い
よ
う
、
空
き
家
の
状
況
を
的
確
に

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

現
状
で
は
把
握
し
た
個
々
の
空
き

家
の
情
報
を
各
種
の
計
画
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行

▲空き家が活用されることでまちは
豊かになる

空
き
家
対
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査

市民共働部、経済産業部、都市整備部、農業委員会事
務局の事務について調査研究しています。

　市内の中学生が福津市をより良いまちにするにはど
うしたらよいかを調査、協議し、市長へ提言する福津
市こども未来議会は、今回で５回目の開催となりまし
た。産業や福祉、教育など様々な分野に対し、大人顔
負けの鋭い指摘や中学生ならではの柔軟な発想による
提言がありました。次世代の担い手が着実に育まれて
いることに頼もしさを感じました。

建 設 環 境 委 員 会

委員会調査 リポート中学生が市長に提言!?

こども未来議会がありました10
28



紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、63円切
手を貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行
政センター設置の意見箱に投函してください。なお、
市議会ホームページからも提出できます。

特集  世界遺産への思い

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2024.冬号2024.冬号議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

古
賀
市
・
新
宮
町
・
福

津
市
の
議
会
で
構
成
す
る

湾
岸
議
会
議
長
協
議
会
研

修
会
が
本
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

地
方
議
会
が
直
面
す
る

課
題
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
改
正
を
中
心
と
し

た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

小
城
市
議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会
が
本
市
の
議

会
だ
よ
り
を
視
察
す
る
た

め
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
で
は
、
市
民
参
加

型
の
議
会
広
報
の
特
集
記

事
の
紹
介
を
は
じ
め
、
今

ま
で
の
表
紙
絵
や
特
集
、

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
議
会
だ
よ

り
で
工
夫
し
て
き
た
取
り
組

み
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
広
報
委
員
同

士
で
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
、
当
委
員
会
と
し
て

も
有
意
義
な
行
政
視
察
受

け
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。

湾
岸
議
会
議
長
協
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

佐
賀
県
小
城
市
か
ら
議
会
広
報
委
員
会
が
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

全
面
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
す
ご
く

見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
特
集
が

手
厚
く
な
っ
て
面
白
い
で
す
。
特

に
74
号
で
、
議
会
の
仕
組
み
の
説

明
に
中
学
校
の
生
徒
会
長
を
絡
ま

せ
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
。

今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ザ
イ
ン
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て

い
て
読
み
に
く
い
で
す
。
特
に
75

号
の
特
集
は
ど
う
読
み
進
め
て
よ

い
か
分
か
り
辛
か
っ
た
で
す
。
意

味
が
分
か
ら
な
い
専
門
用
語
も
あ

る
の
で
、
用
語
解
説
も
少
し
ず
つ

入
れ
て
欲
し
い
で
す
。
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
感
じ
る
の
で
、
読
者

目
線
で
の
読
み
や
す
さ
を
意
識
し

た
紙
面
作
り
を
望
み
ま
す
。
今
後

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
北
の
国
か
ら
さ
ん
／
30
歳
代
）

表
紙
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
の

で
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

10
26

10
６

試
行
錯
誤
し
て
頑
張
っ
て
い
る

感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る

見
や
す
く
な
っ
た
の
で

内
容
が
も
っ
と

分
か
り
や
す
く
な
る
と
よ
い
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冬

※
議
会
の
基
本
理
念
や
方
針
な
ど

を
明
文
化
し
た
条
例

議
会
基
本
条
例
※
制
定
検

討
特
別
委
員
会
で
古
賀
市

議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

古
賀
市
議
会
は
平
成
26
年

度
に
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
て
い
ま
す
。
制
定
し

た
経
緯
、
制
定
後
の
現
在

抱
え
て
い
る
課
題
、
制
定

す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意

す
べ
き
点
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

現
在
、
当
委
員
会
で
は

条
文
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
の
視
察
を
生

か
し
、
実
用
的
な
議
会
基

本
条
例
と
な
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
の
研
究
の
た
め
、
古
賀
市
議
会
を
視
察

今
ま
で
白
黒
だ
っ
た
写
真
も
カ
ラ

ー
で
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
賛
否
表
で
改
善
し
て
ほ
し
い

点
が
あ
り
ま
す
。
議
案
名
で
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
分
か
ら
な
い
も

の
が
多
く
、
各
議
員
が
ど
ん
な
議

案
に
賛
成
や
反
対
を
し
て
い
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
議
案
名
に
備
考

を
入
れ
る
な
ど
、
最
低
限
ど
の
よ

う
な
内
容
な
の
か
わ
か
る
情
報
を

入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
自
分
で
議

案
の
中
身
を
調
べ
て
ま
で
確
認
す

る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
に
ゃ
ん
こ
さ
ん
／
60
歳
代
）

難
し
い
内
容
は
苦
手
な
の
で
、

い
つ
も
は
開
い
て
す
ぐ
に
閉
じ
て

し
ま
う
の
で
す
が
、
今
回
は
初
め

て
じ
っ
く
り
読
み
ま
し
た
。
一
般

質
問
が
各
々
の
議
員
さ
ん
た
ち
の

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
質
問
が

並
ん
で
い
て
、
と
て
も
読
み
や
す

く
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

若
い
年
代
に
は
文
章
は
短
い
方

が
好
ま
れ
る
と
思
う
の
で
、
今
後

も
難
し
い
議
会
の
内
容
を
、
分
か

り
や
す
く
伝
え
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。（

柴
山
さ
ん
／
40
歳
代
）

最
初
は「
議
会
だ
よ
り
」と
は
思

え
ず
、
何
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

75
号
で
は
、
表
紙
に
写
っ
て
い
る

方
々
が
郷
づ
く
り
の
会
長
さ
ん
だ

と
、
特
集
の
文
章
を
読
ん
で
知
り

ま
し
た
。
会
長
さ
ん
の
意
見
や
要

望
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
地
域
の
課

題
が
分
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
増
え
て
冊
子

も
閉
じ
て
あ
り
、
以
前
よ
り
も
綺

麗
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
後
も
手

に
取
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
な

る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

（
中
山
さ
ん
／
70
歳
代
）

　議会を傍聴してみませんか。本会、
予算・決算審査特別委員会は、中継
と録画配信をしています。
　また、生後５カ月～就学
前までの託児サービスが
あります。※要事前予約

　新年早々に起きた能登半島地震や
航空機事故で、亡くなられた方々へ
哀悼の意を表し、被災された方々へ
のお見舞いを申し上げます。
　今回の特集では、世界遺産「新原・
奴山古墳群」を取り上げました。
　みんなで種まきをした菜の花がこ
れから咲き始めます。菜の花の花言
葉は、「小さな幸せ」。多くの方の心
に届き、一日も早い復興をお祈りい
たします。　　　　　　（石田まなみ）

編集後記

　議会の二つの使命を完全に達成で
きるよう懸命に努力すること。

議員の職責

　住民を代表する公選の議員をもっ
て構成される地方公共団体の意思決
定機関です。

議会の地位

①地方公共団体の具体的政策を最終
的に決定すること。

②執行機関の行財政の運営や事務処
理ないし事業の実施が、すべて適
法かつ適切に、公平で効率的に、
そして民主的になされているかど
うかを批判し監視すること。

議会の二つの使命

議会の傍聴 中継・録画配信

10
11

一
般
質
問
が

読
み
や
す
く

分
か
り
や
す
い
と
感
じ
た

表
紙
が
斬
新
に
な
り

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
増
え
て

読
み
や
す
く
な
っ
た

①2,000円
②佐賀県小城市
③５回目

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ 

答
え

3月定例会
2月19日（月）開会
3月22日（金）閉会予定
請願陳情の受付締切2月7日（水）正午

次回の定例会

1 5 議 会 だ よ り  ふ く つ



明日を思う。 暮らしを思う。
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指定障害者支援施設 昭和学園
明石 みゆきさん　　今泉 佐奈子さん

勝浦小学校
山道 美月さん　　辻 侑希さん

観光ボランティアガイド会（いさば会）
上田 哲也さん　　大隈 信彦さん

ふくつ観光協会
増田 美佐子さん

奴山若草会
花田 智昭さん

30号墳：前方後円墳

津屋崎中学校
佐々木 遙さん　　荻原 海晴さん

世界遺産の保存活動に取り組む
団体や学習活動を行っている
小・中学校を訪ね、各団体や児
童・生徒に「新原・奴山古墳群」
の魅力やおすすめのスポットを
聞きました。

世界遺産の魅力、
おすすめスポットは？
世界遺産の魅力、
おすすめスポットは？

福津市の古墳のキャラクター
ふんちゃんです。

特集連動企画
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